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１ 小川晴暘「雲岡石窟  全景」　２ 小川晴暘「雲岡石窟  第五窟如来像  部分」　３ 小川晴暘「薬師寺金堂  十二神将・伐折羅大将像」　４ 小川晴暘「法隆寺  観音菩薩像（百済観音像）右手部分」　５ 小川晴暘「法隆寺  観音菩薩像（百済観音像）」
６ 小川光三「唐招提寺金堂  外観」　７ 小川光三「東大寺法華堂  不空羂索観音像と天蓋」　８ 小川光三「興福寺  阿修羅像　正面像」　９ 小川光三「聖林寺  十一面観音  左頭部側面」　10 小川晴暘「雲崗石窟記念写真」  すべて飛鳥園蔵 ©Askaen.inc

　写真家・小川晴暘（おがわ・せいよう 1894-1960）が創
立し、2022年に創立100年を迎えた仏像撮影専門の写真
館・「飛鳥園」の歩みをご紹介します。
　兵庫県姫路市に生まれた晴暘は、1922年、會津八一の
勧めで奈良に「飛鳥園」を創業しました。東洋美術の研究
にも熱中し、中国の雲崗石窟、韓国の石窟庵、仏国寺、カン
ボジアのアンコール・ワットなど、アジアの文化遺産の調
査・撮影も積極的に行いました。
　小川晴暘の写真は、記録という枠を超えて、仏像写真を
芸術の域にまで昇華させた画期的なものでした。
　本展は、小川晴暘・光三親子の写真を中心に、文化財
保護活動を支えると同時に仏像写真を芸術の域に高めた
飛鳥園の活動を振り返ります。晴暘が遺したスケッチや拓
本、『仏教美術』などの資料もあわせ、古美術・文化遺産を
愛した小川晴暘という人物の姿にも迫ります。また、現在も
活動を続ける飛鳥園が近年撮った写真もまじえ、飛鳥園と
いう「眼」がレンズを通して切り取った100年のまなざしを
感じていただく展覧会です。

■トークセッション
「飛鳥園カメラマン若松保広氏に聞く仏像撮影」
講師：若松保広氏（飛鳥園カメラマン）
聞き手：当館学芸員 
日時：5月3日（金・祝）14時～（13時30分開場・約90分）
会場：当館1Ｆレクチャールーム（定員60名）
　　  ※事前申込制、先着順

◆講演会「會津八一と小川晴暘」
　講師：湯淺健次郎氏（新潟市會津八一記念館　学芸員）
日時：6月16日（日）14時～（13時30分開場・約90分）
会場：当館１Ｆレクチャールーム（定員60名）　
　　   ※事前申込制、応募者多数の場合、抽選

◆当館学芸員によるギャラリートーク
日時：4月27 日、5 月18 日、6 月1日（いずれも土曜日）
14時～（約60分）
会場：美術館展示室

※申込など詳細は当館ホームページをご確認ください。
いずれのイベントも、ご参加には当日の観覧券が必要です。

＊身体障がい者手帳・療育手帳・精神障がい者保健福祉手帳
(アプリを含む)をお持ちの方と介助の方１人、外国人観光客
（長期滞在者・留学生を含む）と付添の観光ボランティアガイドの
方は、無料でご観覧いただけます。
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開館時間 ９時～１７時（入館は１６時３０分まで）

休館日 月曜日
４月３０日（火）、５月７日（火）は休館

観覧料 一般
大・高生　1,000（８００）円
中・小生　　８００（６００）円
※（ ）内は２０名以上の団体料金

次回
予告

企画展
日本の伝統文化を知る 江戸時代のきもの

７月１３日（土）～８月２５日（日）

ただし、４月２９日（月・祝）、５月６日（月・祝）は開館

館蔵の吉川観方コレクションから江戸時代の女性のきものの
変遷を中心に、着物に関わる素材や技術の多様さを紹介します。

1,200（1,000）円


